
θ37蔚uζ■1鹿行 NQ32
2010。07

巨大アリのモニュメント「プラアントくんJ(神栖市…神之池緑地公園)

発行元 厩行農業共済組合
T311-2206 鹿嶋市武井 1963‐11

電 話 0299(90)4000い
FA X 0299 (90)4001
URL http://www nosa卜 rokko orJp/

E mal info@nosa卜 rokko orJp



ろっこう 第32号

・■や,TttTII

●|ず

第
＝
回
通
常
総
代
会
が
５
月
１８
日
、
鹿
行
農
業
共

済
組
合
に
於
い
て
総
代
総
数
１
５
６
名
中
、
１
４
８

名
（議
決
書
７３
名
含
む
）の
出
席
を
得
て
開
催

さ
れ
ま

し
た
。

飯
島
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
方
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
議
事
に
人
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
小
田
弘
氏
（鉾
田
市
Ｙ

副
議
長
に
大
嶋

朗
司
氏
（行
方
市
Ｙ

落
合
良
之
氏
（神
栖
市
）が
選
任
さ

れ

、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
又
、
議
事
に
先
立
ち
永
年
に
わ
た
り

組
合
に
貢
献
さ
れ
た
１８
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案

議
案
第
１
号
　
平
成
２‐
年
度
事
業
報
告
書
　
財

産
日
録
　
貸
＝
対
照
去
　
損
益

計
算
普
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
平
成
２２
年
度
事
務
費
賦
課
金
の

賦
課
額
及
び
賦
課
方
法
の
小
認

に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
平
成
２２
年
度
事
業
計
画
並
び
に

業
務
収
支
予
算
実
の
承
認
に
つ

い
て

議
案
第
４
号
　
平
成
２２
年
度
役
員
及
び
損
害
評

価
会
委
員
報
酬
総
額
案
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
無
事
戻
金
の
交
付
額
承
認
に
つ

い
て

議
案
第
６
号
　
平
成
２２
年
度
中
借
入
金
最
高
限

度
額
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
７
７
　
平
成
″
年
度
現
金
頂
入
先
金
融

機
関
承
認
に
つ
い
て

議
案
”
８
７
　
■
害
評
価
会
委
員
選
任
案
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
　
鹿
行
晨
業
共
済
組
合
共
済
規
程

一
部
改
正
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
１０
号
　
鹿
行
農
業
共
済
組
合
諸
川
程

一
部
改
正
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
１１
号
　
次
期
役
員
改
選
期
に
お
け
る

役
員
定
数
の
見
直
し
の
承
認
に

つ
い
て

ヽ

長
´
を
す
る
飯
島
組
合
長

�⑮曇目]習ξ酬普115基之疇わ
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匁
今
晨
め

い
さ

つ

本
年
度
よ
り
、
国
の
政
策
で
あ

り
ま
す

「米
戸
別
所
得
補
償

モ
デ

ル
事
業
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
農

業
共
済
組
今
と
し
て
も
、
大
き
な

役
割
を
担
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
制

度
の
普
及
推
進
を
関
係
機
関
と
連

携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
全
国

運
動
で
あ
り
ま
す
、
「信
頼
の
き
ず

な
」
未
来
を
拓
く
運
動
を
強
力
に

推
進
し
、
災
害
対
策
に
対
し
て
も

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
幅
広
く
農
家

の
手
助
け
に
な
る
よ
う
機
能
を
発

揮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
全
共
済
事
業

に
お
け
る
引
受
総
共
済
金
額
が
、

前
年

度
よ
り
１
２
３
億
円
増

の

４
４
２
１
億
円
余
の
引
受
実
績
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」́
れ

も
、
組
合

員

の
方

々

の
ご

理

解

組
合
長
理
事

飯

島

幸

夫

と
、
総
代

の
皆
様
を
は
じ
め
と
す

る
共
済
関
係
各
位
の
方
々
の
ご
支

援
ご
協
力
、
及
び
行
政

関
係
団

体
の
ご
指
導
ご
協
力
の
賜
物
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在

の
日
本

農
業
は
、
農
業
資
材

の
高
騰
、
輸

入
農
産
物
と
の
競
争
、
一高
齢
化
の

進
展
、
担

い
手
不
足
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。農
家

ニ
ー
ズ
に

沿

っ
た
「農
家
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
「補

償
の
充
実
」
に
努
め
、
農
家
の
皆
様

方
か
ら
信
頼
さ
れ
、
支
え
に
な
れ

る
農
業
共
済
を
日
指
し
て
組
合
運

営
に
望
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し

上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

IPlll=|″  ,

～
被
表
彰
者
名
～

（
敬
称
省
略
〉

◆

鹿
行
農
林
事
務
所
長
賞

鉾
田
市
　
　
金
　
澤
　
一〓
　
吉

◆

茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

鉾
田
市
　
　
細
　
谷
　
昭
　

一

鉾
田
市
　
　
飛
知
和
　
正
　
宏

鉾
田
市
　
　
米
　
川
　
二
月
　

一

神
栖
市
　
　
馬
　
場
　
安
　
雄

神
栖
市
　
　
安
　
藤
　
勝
　
雄

行
方
市
　
　
一昌
　
柳
　
民

　

一

潮
来
市
　
　
大
　
崎
　
武
　
夫

◆

鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

鉾
田
市
　
　
方
波
見
　
良
　
雄

鉾
田
市
　
　
飯
　
塚
　
利
　
夫

鹿
嶋
市
　
　
重
　
藤
　
〓詈
　
市

鹿
嶋
市
　
　
菫
胴
　
宮
　
文
　
雄

神
栖
市
　
　
須
　
田
　
〓議
　
昭

神
栖
市
　
　
茂
　
木

　

一　

吉

神
栖
市
　
　
林
　
　
　
一　

夫

行
方
市
　
　
宮
　
内
　
文
　
郎

行
方
市
　
　
阿
須
間
　
幸

　

一

潮
来
市
　
　
臼
　
井
　
　
　
孝

茨城県農茉共済組合連合会長賞

を受ける
~t藤

勝確氏

22年度 重 点 項 目

田 コンプライアンス態勢の強化に努める。

日 NOSAl資源の完全把握と適正引受に努める。

日制度普及のため、広報活動の充実と関係機関等との連携強化に努める。

口制度機能の充実を回り、組合員の経営安定に資する。
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引  受

7.093戸
4戸

16戸
11戸

支払共済金

476棟      20775611円

支払共済金

支払共済金

29p       996030円

10戸      7452464円

病傷事故

1,682件  27152987円
451件  5646320円
25件     276 010円

園芸施設

稲
稲

(21年産 )

(22年産 )

437767a
60a

25012a
19865a

265戸

つ
つ

弓|

2954戸

受

1.869頭
910頭

12638頭
66020頭

引  受

1 038戸
17164戸
18202戸

受

35581棟

死廃事故

牛

牛

豚

豚

用

用

乳

肉

種

肉

畜家
79頭
5頭

92頭
7,937頭

10394218円
657127円

5001 479円
65241 164円

総合共済
火災共済
合  計

引  受

207戸    397台
135戸   247台
342戸    644台

1,189280万 円
41,607121万円
42,796401万円

110847万円
28663万円
139510万 円

支払共済金

108棟    186318221円

支払共済金

20台    3,342136円

合
災
計

総
火
合

ロ
ホ機由辰

86戸

17P

平成22年度 事

土
（
一

済 目 的 共 済 金 額

農
作
物

水   稲 2,852.641 千円

陸  稲 57 a

18,872 a

35.590 棟

157千円

麦 18,851 千円

一
曰 芸 施

予L用

肉 用

種

肉

叔

牛

牛

月家

7027.866 千円

257,200 千円

92,725 千円

1,850 頭

家
　
畜

930 頭

13,000 頭 728,000 千円

豚 69,500 頭 542,100 千円

物建

辰

32,600 棟 415.557,980 千円

自機 1,354,250 千円

△
ロ 計

640 台

428431,770 千円
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
一

一　

災
害
発
生
に
係
る
損
害
防
止
や
認
定
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
項
に
関
し
、
調
査
審

一

一
議
を
す
る
ほ
か
、
評
価
地
区
こ
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
抜
取
調
査
を
行
な
う
皆
さ

一

一
ん
で
す
。
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

一

―

―

―

―

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

〈
ム
　
　
長

副
会
長

″

委

［貝

鉾
田
市

潮
来
市

羽

生

和

次

（行
方
市
）

郎
　
　
一
美

（鉾
田
市
）

岩

井
　
勝

男

（神
栖
市
）

神
栖
市
　
池

田
　

中
寧
心

岡
野
　

和
弘

須
之
内

正

亘

加

藤

力

夫

矢

沢

武

夫

西

野
　
　
進

額

賀

正

夫

井

川
　
　
均

芝

田

光

雄

梶

山

昇

吾

飯

島

孝

幸

鹿
嶋
市
　

茂

木
　
　

要

日
向
寺

多

一

一高

橋
　
重

治

青

塚
　
十

一

梶

問
　
　
康

目

田

庫

夫

堀

内

嘉

則

鬼

沢

房

男

田

口
　
士
口

一

渡

辺
　
　
隆

田

回

武

男

菅

谷

俊

春

生
井
沢

司

郎

出

頭

次

男

大
細
田

　

勝

小

野

道

治

行
方
市

鴇

出

大

川

篠

塚
小
沼

柳
町

羽

生

新

堀

柏
葉

渋
谷

鈴
木

勢
司

出
久
根

大
森

嶋
円

井
川

職

］員

農

産

課

長

任

意

課

長

Jヽ

堀

国

彦

治 得 信

一

夫

'一
人 学

信 昭 久  fL啓 俊 洋 昭

哉 治 男 H・ 敏 一 雄 一 一 均

沼
田
　
正
己

原
　
　
秀
吉

飯

田
　
和
男

古

川
　
功
美

大
津
　
賢
美

吉
川

吉
之
助

官
内
　
　
郎

羽

生
　
進

木
村
　
喜
市

一昌
木
　
寿
夫

柏
葉
　
　
寛

平
問
　
常
夫

郡
司
　
信
隆

小
津
　
　
栄

大
場
　
正
康

笹
目
　
節
雄

家

畜

課

長

水
稲
共
済
掛
金

の
納

入
に
つ
い
て

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
が
フ
月
末

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納

入
の
方
は
、
フ
月
∞
日
に
指
定
さ
れ
た
金
融

機
関
よ
り
振
替
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
現
金
納
入
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

期
限
内
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う

こ
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等

の
納

入
は

回
座
振
替

で

回
座
振
替
に
よ
る
掛
金
等
の
納
入
を
お

奨
め
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
約
８
割
の
方

が
回
座
振
替
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
金

納
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
事

故
防
止
及
び
共
済
部
長
等
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
こ
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
座

振
替
が

で
き
る
金

融
機

関

茨
城
旭
村
農
業
協
同
組
合

か
し
ま
な
だ
農
業
協
同
組
合

し
お
さ
い
農
業
協
同
組
合

な
め
が
た
農
業
協
同
組
合

常
　
陽
　
銀
　
行

筑

波

銀

行

東

日

本

銀

行

水

戸
信

用
金

庫

佐

原
信

用
金

庫

銚

子
信

用
金

庫

茨
城
県
信
用
組
合

ゆ

う

ち

ょ
銀

行

（郵
便
局
）
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使
用
方
法
を
確
認
す
る
宮
内
順
〓
」ん
（行
方
市
）

当
組
合
で
は
、
宮
崎
県
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
家
畜
伝
染
病

一
口
蹄
疫
（
こ
う
て
い
え
き
ど

の

防
疫
対
策
と
し
て
、
家
畜
共
済
加
入
者
全
員
（延

べ
７７
戸
）に
、
消
毒
剤
（炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
２０
キ

ロ
）

を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
も
県
内

組
合
員
に
消
石
灰
１０
袋
（
２０
キ

ロ
）を
配
布
。

Ｘ
　
使
用

方
法
　
注
意
点
寺
に
つ
き
ま
し
て
Ｌ
、

同
埼
に
配
布
し
ま
し

た
チ
ラ

，
■
「
さ
を
よ

く
〓
＝
認
の
■
、
二
使
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う

お
願
Ｌ
黄
し
ま
す

□蹄疫の発生をふせぐによ、各農場の飼養管理 衛生管理を徹底して、ウイルスの侵

入を防ぐことが大切です。

常日頃から農場を訪問する車両、持ち込む器具等 よ必ず消毒し、関係者以外の農場

への立ち入りは控えましよう。

また、飼養する家畜の健康観察を毎日丁寧に行い、おかししヽtdと思つたらずくに獣医

師または最寄りの家畜保健衛生所に連絡してください。

胸”一相

¨
劇却

川
¨̈
″枷け

囲

Q□蹄疫とはどのような病気ですか?

A 口蹄疫ウイルスが原因で、偶
蹄類の家畜(牛・豚 山羊 水牛
・ ラクダ シカ )な どにかかる病

気です。

感染す る と、 7t熱 した り、 日

の中や蹄 の付け根な どに水ぶ く

れがで きた りす るな どの症状が

見られます .

口蹄疫 ウイル スは、他 のウイ

ル スに比べて、感染力が非常 に

強い特徴があります。

◎人にうつることIまなしヽのですか?

A 人に感染することはありませ
ん.仮に 人が牛肉や豚肉を食ベ

た り、牛乳 を飲んだ りして も日

蹄疫にはかか りません。

発生 した農場 の家畜は殺処分

す るとともに、発生 した農場付

近 の家畜 の移動 を制限 していま

す ので 、 市場

に肉や乳が 出

回 る ことは あ

りません.

※ 農林水産省ホーヱ、ベージよ り抜粋
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～

大
久
保
　
志
穂
美
さ
ん

鹿
嶋
市
長
栖

Ｓ
６３
年
３
月
７
日
生
　
０
型

鹿
嶋
市
役
所
勤
務

★
趣
臨
は
７

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

映
画
鑑
賞
　
音
楽
鑑
賞

☆
理
想
の
男
性
（タ
イ
フ
）
は
？

優
し
い
人

☆
将
来
の
夢
は
７

幸
せ
な
家
庭
を
作
る
こ
と

★
農
業
に
つ
い
て

食
の
安
全
と
安
心
を
追
求
し
て
農

産
物
を
生
産
し
て
い
く
こ
と
は
、
と

て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

農
業
は
自
然
が
相
手
な
だ
け
に
、

と
て
も
難
し
く
、
奥
深
く
感
じ
て

い
ま
す
。

美
味
し
い
野
菜
を
消
費
者
ヘ

鉾
田
市
鹿
田

入
江
　
均
さ
ん

θ
）
こ
一家

我
が
家
で
は
、
私
た
ち
夫
婦
、
息
子
夫
婦
と
研
修

生
で
ミ
ズ
ナ
を
栽
培
し
て
い
る
施
設
園
芸
農
家
で
す
。

美
味
し
い
野
菜
は
、
ま
ず
健
康
な
土
作
り
と
考
え
、

土
壌
消
毒
剤
な
ど
は

一
切
使
用
せ
ず
、
有
機
質
堆
肥

を
入
れ
て
健
康
な
土
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
消
費
者
の
皆
様
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
家
族
と
組
合
員
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

左上から 均さん 和子さん (妻)友 和さん (長 男)

,, お

智子さん (長男の妻)案 生くん (孫 )

茉央さん (孫 )さ くさん (母 )

安
全
を
モ
ツ

ト
l

に

安
心

。

行
方
市
青
沼

大
里
　
勉
さ
ん

の
）

幼

い
頃
か
ら
父
が

営
ん

で
い
る
養

豚

の
仕

事
を
見

て
い

て
、
ず

っ
と
自

分

も

や

り

た

い

と

思

っ
て

い

ま

し

た
。生

き
物
相
手

の
難

し
さ

、
病
気

に

対

す
る
管

理
な
ど

い
ろ

い
ろ
あ

り
ま

す
が

、
周
囲
の
同
業
者

に
支

え
ら
れ

な
が

ら
、
安
全
　
安

心
を

モ

ッ
ト
ー

に
質

の
い
い
肉

を
作

り
続
け

て
い
き

た
い
で
す
。
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一
名
所
―■
跡
発
見
一

友
島
鉄
道
の
歴
史
と
そ
の
後

司
　
　
１
９
２
１
（
大
正
１０
）
年
１０
月
１２
日
に
要
村

（
行
方
市

）
出
身
の
実

一

業
家
で
代
議
士
の
高
柳
淳
之
介
を
発
起
人
と
す
る
石
岡
町

（
石
同

“

市

）
の
有

力

者

ら

が

「行

方

鉄

道

株

式

会

社
」
を

設
立

し

レ
　
ー
９
２
４
（
大
正
１３
）
年
６
月
３
日
に

「鹿
島
参
宮
鉄
道
」
と
し
て

ヽ

石
岡
～
常
陸
小
川
間
の
営
業
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

０
　
そ
の
後
１
９
２
９

（
昭
和
４
）
年
５
月
１６
日
つ
い
に
石
岡
～
鉾
田
間

歩

凸

な

し
蒙

誕

理

論

発

Ⅲ
　
バ

コ
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
、
百
里
基
地

へ
の
ジ

エ
ッ
ト
燃
料

を

輸
送
、
学
生
の
通
勤
な
ど
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
営

一
　
業
収
入
の
基
幹
で
あ

っ
た
ジ

エ
ッ
ト
燃
料
輸
送

（
年
間
約
１
億
の

費
　
貨
物
収
入
）
が
　
２
０
０
２
（
平
成
１４
）
年
３
月
限
り
で
廃
■
さ
れ

ほ
　
経
営
は
悪
化
し
た
。
親
会
社
や
茨
城
県
と
沿
練
自
治
体
が
財
政
支

援
し
、
何
と
か
運
行
し
て
い
た
が
　
２
０
０
７
（
平
成
１９
）
年
３
月
３‐
Ｈ
限
り
で
、
開
業
以
来
８
年
の

歴
史
に
幕
を
開
じ
た
。

鉄
道
車
両
９
両
の
内
３
両
は
解
体
処
分
さ
れ
た
が
　
愛
好
家
た
ち
で
６
両
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

３
両
は
　
鹿
島
鉄
道
保
存
会
が
小
美
玉
市
に

「鹿
島
鉄
道
記
念
館
」
を
完
成
さ
せ
年
数
回
絆
度
、　
一

般
公
開
し
て
い
る
．
１
両
は
　
小
川
南
病
院
の
広
院
長
が
購
入
し
、
病
院
構
内
に
静
態
保
存
さ
れ
て

い
る
。
残
り
の
２
両
は
　
市
民
団
体
で
あ
る
鉾
」――
駅
保
存
会
が
、

鉾
円
駅
跡
地
を
賃
貸
し
て
保
存
活
動
を
し
て
き
た
が
　
鹿
島
鉄
道

の
理
解
が
得
ら
れ
ず
鉾
田
市

へ
寄
贈
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
は

「は

っ
と
パ
ー
ク
鉾
川
」
に
線
路
を
敷
き
、
そ
の
上
に
車
両
を
設

置
し
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
。

「
ほ
っ
と
パ
ー
ク
針
田
」
に
は

「キ
ハ
６
０
１
」

「
Ｋ
Ｒ
１
５
０
５
」
の
２
両
が
保
存
し
て
あ
る
．

「キ
ハ
６
０
１
」
は
　
現
役
最
占
で
あ
り
戦
前
に
製
造
さ
れ
た
気

動
市
と
し
て
フ
ァ
ン
の
間
で
は
人
気
が
非
常
に
高
い
．

「
Ｋ
Ｒ
１
５
０
５
」
は
　
広
報
紙
Ｄ
号
の
人
紙
を
飾

っ
た

「あ
り
が

と
う
か
し
て
つ
号
」
と
同
型
で
カ
ラ
ー
は
　
紫
　
赤
　
緑
　
青
の

４
両
が
存
在
し
た
。

鹿
島
鉄
道
を
利
用
な
さ

っ
た
皆
さ
ん
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
．

こ
の
機
会
に
、
ち
ょ
っ
と
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

珈爾S△Iワイ ス

l      ②プラネット

③プラアント
今回も 3択です。番号でお答え下さい。

31]-2206
鹿
嶋
市
武
井

一
九
六
三
―

一
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企
画
課
　
行

年
日
第

一
高
校
出
身
　
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
の
東
野
選
手

の
訓
子
が

い
い
で
す

ね
。
せ
ひ
　
１５
勝
し
て

「東
野
通
り
」
を

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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